青明舎　　フェイスシート

平成20年11月17日　担当：馬渡　道伸

	登　録　者
	氏　名　　大國　英里　様
	男・女　
	昭和49年4月　4日（34歳）

	
	〒　　　住　所　八戸市大字櫛引字前田27-5
	電話　自宅：0178-279422

	
	
	携帯：090-9530-0669

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	眼科、皮膚科（通院）

	
	発症時期
	Ｈ14年5月頃（28歳時）
	罹 患 期 間
	約6年

	
	入院回数
	10回
	延べ入院年数
	詳細不明

	医療機関
	　八戸日赤病院　（主治医　遠藤Dｒ）
	外来受診日
	隔週　木曜日

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	0円
	精神保健福祉手帳（１級）

	経済状況
	年金
	障害厚生年金１級　　（月額　約10万円）※本人管理

	
	その他
	

	障害程度区分
	未審査
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	実家　月・木（日赤デイケア）　木曜日（日赤外来）

	住まいの場
	実家

	登録年月日
	H18年9月6日
	身長
	150cm
	体重
	58kg

	最終学歴
	林学園八戸市調理師専門学校
	免許・資格
	普通自動車（ＡＴ限定）

調理師

	職　歴
	焼き肉レストラン一心亭（ウエイトレス）
	４年間

	
	八戸高専（学食）
	６ヶ月間

	
	尾形
	４年間

	保　護　者
	氏名　　大國　清志　様
	続柄　　　父　　　（　同居　・否　）

	
	住所　　八戸市大字櫛引字前田27-5
	電話　　　0178-27-9422

	利用目的

・就労の為に利用。

	入院・治療歴　初診日（H14年5月　日）

H14年5月　日～H14年　月　日　　　　初入院　　　　　　八戸日赤病院

H19年2月27日～H19年3月　　　　　　最終入院　　　　　八戸日赤病院


	生活歴

八戸で同胞2名の長女として出生する。幼い頃から体が弱く小児科に3回の入院歴があるが、小・中学卒業し、高校卒業後はサービス業に就職する。専門学校の入学金を貯める為、八戸市内で４年間働く。22歳で八戸調理師専門学校へ通い卒業する。卒業後は半年間八戸工専学校の学食で働き、その後は五戸町にある「馬肉店尾形」で4年間働く。その間、本人26歳時に結婚しアパートで2人暮らしを始めるが、平成14年の4月頃から拒食や幻覚・幻聴・幻視が現れる。本人は「お化けが見える。」と話している。夫婦でアパートの近くのスーパーで買い物をしている際、店の包丁を全て買い物カゴの中に入れる等、幻聴に左右された行動をとり、母親と日赤病院を受診し即日精神科病棟へ入院となる。2週間程入院し症状が落ち着いた為に退院し自宅療養となるが、夫婦で本人の実家で同棲生活を始める。その後夫との関係性が悪くなり、Ｈ16年に離婚。その後本人は、自宅で両親と生活するが、その間何度か体調を崩し、計8回の短期入院をする(詳細不明)。平成18年9月6日日赤デイケアの友人の紹介で青明舎の事を知り、就労相談場所として青明舎登録を行う。その後、青明舎で掃除訓練の作業を開始する。平成19年2月27日に体調を崩し幻聴や幻視が現れ、1週間程の短期入院をしている。現在は実家に両親と一緒に住み、日赤外来に通院し、日赤デイケアを利用している。

	家族構成


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

【父】口論をすることがあるが現在は本人が家事手伝いを行うようになり、関係も良好である。
【母】本人と一緒に買い物に行くなど、本人の相談相手であり、関係は良好である。

【弟】静岡に在住しており、お盆や正月に帰省する。
【本人】障害年金は自己管理しており、毎月家に2万円入れている。家事などの手伝いを行なっている。


平成20年11月17日（月）

	氏　名
	大國　英里　様
	男・女
	生年月日
	　昭和49年　　4月　　4日　（34歳）


	長期目標（中期・短期）

	長期目標：就職できるように作業能力を身に付けたい。

短期目標：生活リズムを整え、仕事に向けて自分のペースで体力を付けていく。


	これまでの経過　（前回評価日：H20年7月28日）

	前回問題点
①生活リズムが崩れている。

本人は就労したいと話すが、今は体力も無くまだ働ける状況ではないことを感じている。また、青明舎に来所した際、作業の合間に居眠りをしたり、昼食を食べないで寝ていることがある。本人から話しを聞くと、最近は調子があまり良くない。「睡眠はとっているが、眠くて･･･。」と話している。また、一方では遅くまでゲームをしている日もあると話す。

②就労につついて

以前うみねこ幸房(小規模作業所)での実習を行った際に、体力不足と緊張の為に、フルタイムで実習を行う事が出来なかった。また、実習で体調を崩し途中で中止している。振り返りを行うと「疲れた。ブランクがあった。から作業に慣れるまでが大変。家でやっている掃除とはやり方が違う。」と話し、ブランクがあるということを理由付け、現実検討が出来ていない。

【うみねこ幸房体験利用について】

9月中旬にうみねこ幸房の見学を行い、一通りの作業を見学する。その後、本人からうみねこ幸房の利用希望が聞かれた為、面談を行なう。面談の中で現在週2回青明舎に来所し活動を行なうことができていることを評価する。その他必要なこととして、本人から体力をつけることが上げられる。その為体力作りとして、毎日15分から20分歩き体力づくりを行うことを決めている。1ヶ月後振り返りを行ない、１ヵ月間で約15日間歩くことができていた。その事を評価し、また歩いたことで以前より体調も安定してきていることも評価している。
青明舎スタッフから就労移行支援事業は2年間という期間がある為、2年間の期間を十分に利用する為にも、うみねこ幸房の正式利用の前に、まずは体験利用を行いフルタイムで作業を行なえるようになってから正式利用をしてはどうかと提案すると。本人は「フルタイムで作業をできるか、やってみないとわからない。まずは体験利用から始めてみたい。」と話す。10月21日から週3日の午前中の利用から始めることにする。体験利用での作業の希望としては、以前調理関係の仕事をしていたこともある為、うみねこランチかパン工房でのパン作りの作業をやってみたいと話している。
10月21日から体験利用開始。1日目は緊張した為か、すぐに時間が過ぎたように感じたと、感想を話している。しかし、次の日に体験実習休んでいる。理由としては、日赤のデイケアの利用者との対人関係や青明舎来所持に、青明舎利用者から幸房利用に対して色々質問されたことについてストレスを感じ、幻聴があったと話している。体調について尋ねると日赤受診しリスパダール（液薬）をもらってきたとのことで症状安定しているとのこと。その後は体験利用を継続し、計9日間行なっている。現在の作業は主に、パン幸房での洗物である。うみねこ幸房スタッフからの情報としては、最初の頃に比べたら、緊張もとれてきており、他の利用者の方とも交流を取ることができているとのこと。また、以前仕事をしていたこともある為か、作業手順が良いとの評価もしている。

11月14日、今後について本人と面談を行う。本人は徐々に幸房に慣れてきたとのこと。また、11月いっぱいは午前の体験利用を継続して行き、12月に入り本人の様子を見ながら、徐々フルタイムで作業をできる日を増やしステップアップを行い、うみねこ幸房の正式利用を行なっていくことを本人へ説明している。本人は自分のペースで焦らずに行なっていきたいと話している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	支援内容
	介入方法
	支援期間

	うみねこ幸房利用について
（幸房利用までの調整）
	・幸房スタッフと連携し、本人の様子や体験利用の取り組みについて情報共有しながら、変化を確認する。

・体験利用時の本人の情報収集を幸房スタッフから行なう。また、本人と振り返りを行ない、幸房スタッフから評価を行なう。

・12月初旬に本人を交えてのケア会議を行い、本人の様子をみながら徐々にフルタイムでの体験利用の検討を行なう。

・家族へ定期的に本人の様子について電話にて報告する。また、家族からの本人の就労に対する希望も聞きながら、今後について検討を行う。

・家族に本人の作業について実際の現場（うみねこ幸房）の見学して頂く。

・必要に応じて、訪問を行い、本人の様子や変化ついて確認を行なう。

	ヶ月


プラン計画者　氏名：馬渡　道伸　

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室
市内在住











この間短い入院が計8回ある


（詳細不明）








市内在住





市内在住





本人（34歳）





静岡在住（29歳）





H16年（離婚）











